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研究成果の概要（和文）：翻刻されていない連歌の翻刻を行った。連歌の式目のデータベースを作成した。連歌
の表現研究のために、新たなデータベースシステム「かぐや」を作成した。江戸幕府が行った連歌のデータベー
スを作成した。以上のように江戸時代の連歌の基礎的な研究システムとデータベースと翻刻資料を整えた、今後
の江戸時代の連歌の研究の基盤を構築したことが成果である。

研究成果の概要（英文）：Reprinting of renga that had not been reprinted was conducted. A database of
 Renga Rule was created. A new database system "Kaguya" was created for the research of renga 
expression. A database of renga performed by the Edo Shogunate was created.
As described above, we have established a basic research system, database, and reprinted materials 
of renga of the Edo period, and have built a foundation for future research on renga of the Edo 
period.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
江戸時代の連歌は、文学史研究において遅れていた。しかし、江戸時代も宗教的な場では継続的に行われてい
た。連歌は、江戸時代の、宗教的、儀式的な文化を解明するうえで看過できない文芸である。本研究はその研究
の基礎となる資料について、翻刻やデータベースを作成したので、今後、江戸時代の連歌の研究に有益と考えら
れる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
「連歌」という文芸は、中世文学を代表する一つのジャンルとして、はやくに山田孝雄、福井久
蔵の研究があり、その後、伊地知鐵男、金子金治郎、木藤才蔵、島津忠夫らによって、中世連歌
の資料や連歌師について充実した基礎的な研究がなされ、さらにその後、両角倉一、奥田勲、広
木一人、勢田勝郭らによって細密な研究がなされ、今日に至っている。そして、近世の連歌につ
いては、文芸としては俳諧に取って代わられたとされ、その研究がほとんどなされていない状況
である。確かに、近世文学の特徴ある文芸として俳諧があり、連歌は中世以来の古い文芸である
ことは否めない。しかしながら、形式的には類似する俳諧がさかんに行われるようになったから
といって、連歌がまったく行われなくなったわけではない。武士の間では、幕府が行った、いわ
ゆる「御城連歌」を中心として、儀式として全国的に行われており、神仏に祈願する方法の一つ
としての連歌もさかんに行われている。そうしたことから文学史としては無論、文化史としても
注目すべきである。しかしながら、先述のごとくごく一部しか研究されておらず、全体像のおお
まかなところが明らかになっていないのが現状である。そこで、近世連歌を総合的に解析し、他
の近世文学の表現と比較検討し、近世文学の特徴を明らかにする必要があると考えたことが研
究開始当初の背景である。 
 
２．研究の目的 
近世連歌資料を幅広く調査し、資料のおおまかな全体像を明らかにし、それらの資料を分析する
ことによって、これまで明らかでなかった近世連歌の特徴を、連歌会、連衆といったハードな視
点と、作品の表現というソフトな視点の二面から明らかにし、またその特徴を明らかにすること
を目的とした。 
 
３．研究の方法 
中世の連歌については、国文学研究資料館によってほぼ全国的にどのような資料が存在するか
が調査されている。その調査が行われる過程で、具体的に連歌の何を調査すべきかといった調査
方法はほぼ確立されているといってよい。まず、そうした方法を用いて、現存する近世資料を幅
広く調査することが第一段階である。また同時に、現地調査が困難な資料の場合は、紙焼き写真
やデジタルデータで資料収集が可能なものは、それを調査する。次に、いつどこで誰が参加した
連歌会であるかを分析する。また大半が未翻刻であるので、翻刻しデジタルデータ化をする。そ
のデジタルデータを用いて連歌作品の表現に着目して分析する。以上を通して近世連歌の特徴
を明らかにし、またこれまでの研究成果が豊かな中世連歌の連歌のそれと比較することによっ
て、その特質を明らかにする。以上をもって近世連歌を総合的に分析する予定であった。 
ところがコロナが流行し、連歌資料を所蔵する機関などの現地調査がかなわなかったため、主に
インターネット上に公開されている連歌資料の調査を行い、未翻刻のものの翻刻を行う、そして
分析等をする。また連歌の表現分析のためのデータシステムの開発を行う。また作品理解のため、
式目のデータベースを作成する。 
 
４．研究成果 
研究の方法であげた「主にインターネット上に公開されている連歌資料の調査」については、現
在、インターネット上に公開されている富山市立図書館山田文庫の連歌資料を調査し、そのうち
の百韻連歌二十四巻を翻刻し、デジタル化した。山田文庫所蔵の、仙台藩で行われた「七種連歌」
のうち、初代藩主伊達政宗が一座した連歌作品はすべて翻刻した。その結果、「七草連歌」は定
型化した連歌であったことが明らかになった。また翻刻したものについては、『近世連歌集（一）
として印刷製本し、連歌研究者に配布した。 
また富山市立図書館山田文庫所蔵の富山藩士が行った連歌百韻四巻を、インターネット上に公
開されたものを調査し、翻刻した。筑波大学が所蔵する京都・北野天満宮旧蔵の連歌百韻三十巻
を、原本調査し、翻刻した。また国会図書館が所蔵する筑波山連歌を紙焼き写真で調査し、百韻
二十巻を翻刻した。石川県小松市にある小松天満宮所蔵の百韻連歌を原本調査し、百韻十巻を翻
刻した。北野天満宮、小松天満宮の連歌は定型的であり、富山藩士の連歌、筑波山連歌には、中
世には見られない表現が見いだされた。なお翻刻した次にあげる全文検索システム「かぐや」に
データ入力する予定である。 
次に近世連歌研究の表現研究に役立つように、俳諧・和歌・古典資料に対する全文検索システム
「かぐや」を作成した。連歌研究者に実験的に入力してもらった結果、入力方法のルール化が今
後の課題であることがわかった。またこのシステムの活用を視野に入れ、綿拔は、西村純、若林
啓らの研究「対話型連歌システムにおける文脈を考慮した句の返答手法の検討」（第３６回人工
知能学会全国大会において発表）に参加した。 
徳川幕府が毎年年頭に行っていた、いわゆる「御城連歌」13年間分（百韻十三巻）を、エクセル
を用いて各句を入力し、単語単位では同じものが何度も使われるが、同じ表現が句単位では用い
られていないことが明らかになった。「御城連歌」の悉皆調査と入力が今後の課題である。 



連歌で用いられる用語が、どのような式目とかかわるかを明らかにするために、あいうえお順の
連歌式目辞典を作成し、各語で検索できるようにした。 
なお全文検索システム「かぐや」のマニュアル、「御城連歌」百韻十三巻をエクセルに入れたも
の、連歌式目辞典、以上３点については『近世連歌の総合研究成果報告』として印刷製本して、
連歌研究者に配布した。 
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